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WB 1:500-1:2000,ICC 1:100-1:200,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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JAM2; JAMB; JAM-B; VEJAM; PRO245; VE-JAM; C210rf43

58494.0

P57087

RBR CHRIRL = b CD322 (AA: B/ 29-238) DR s =EHMRZMTA,

COBGFFAEIOTY VY A—NR—TJ 73 =BV v a3 VvEENF (JAM) 273 —I2@BLEY., COBGEFIZL-
TaA—RENBE2 NI BRFIBERVNRIETHY, TRAREARABOESFDR A Mo v i aVIT@BRELET. HRehBR

Web: https://japan.enkilife.com E-mail: order@enkilife.com techsupport@enkilife.com



G enkiLife

WREFE L HBEERT AEE U HY RELTHEEL . ) U /RERO TR Y RBEADKR—I VISl TL 2T H Y T,
DBIEFITIE, BIRNRA T T4V v TS EEN) 7Y MR > TLET,

R E

EffT—4%
0.D. ELISA Result B4 oY hO—IERE (100 ng) ; K4&: R (10ng) ; B4 MR (50ng) ; 7&
16 & R (100 ng)

14 —_—
12 = e

08
06
04
02

0
10°-2 1073 1074 107-3
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は免疫グロブリンスーパーファミリーおよびジャンクション接着分子（JAM）ファミリーに属します。この遺伝子によってコードされるタンパク質はI型膜タンパク質であり、上皮細胞と内皮細胞の両方のタイトジャンクションに局在します。様々な免疫細胞種と相互作用する接着リガンドとして機能し、リンパ球の二次リンパ器官へのホーミングに関与している可能性があります。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	NIH/3T3 (1)、Ramos (2)、およびHepG2 (3) 細胞溶解物に対するCD322マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	CD322マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	CD322 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。

